
JP 2021-46920 A5 2022.1.4

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】令和4年1月4日(2022.1.4)

【公開番号】特開2021-46920(P2021-46920A)
【公開日】令和3年3月25日(2021.3.25)
【年通号数】公開・登録公報2021-015
【出願番号】特願2019-170567(P2019-170567)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｋ  11/065    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｋ   11/065    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月19日(2021.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　第２の停止位置において、第１Ｕターン通路２８はポートｐＢとポートｐＡとを連通さ
せ、第１Ｕターン通路２８には中圧冷媒（圧力ＰＭ）が流れる。第２Ｕターン通路２９は
ポートｐＤとポートｐＣとを連通させ、第２Ｕターン通路２９には低圧冷媒（圧力ＰＬ）
が流れる。弁室５９は、ポートｐＥとポートｐＦとを連通させ、弁室５９には高圧冷媒（
圧力ＰＨ）が流れる。このとき、投影面積Ｓａと開口面積Ｓｂとの差分面積（Ｓｂ－Ｓａ
）に対して、弁室５９を流れる高圧冷媒と第２Ｕターン通路２９を流れる低圧冷媒との差
圧（ＰＨ－ＰＬ）が、第２弁体部２２を第２弁座１５に押し付ける圧力として作用する。
これにより、第２弁体部２２が第２弁座１５に押し付けられる。また、本実施例において
、中圧冷媒の圧力ＰＭと低圧冷媒の圧力ＰＬとがほぼ等しいので、投影面積Ｓａと開口面
積Ｓｃとの差分面積（Ｓｃ－Ｓａ）に対して、弁室５９を流れる高圧冷媒と第１Ｕターン
通路２８を流れる中圧冷媒との差圧（ＰＨ－ＰＭ）が、第１弁体部２１を第１弁座１３に
押し付ける圧力として作用する（上記式（３’））。これにより、第１弁体部２１が第１
弁座１３に押し付けられる。また、複数のばね部材２７によって、第１弁体部２１が第１
弁座面１４に押し付けられ、第２弁体部２２が第２弁座面１６に押し付けられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　Ｕターン弁体２０Ａは、第１弁体部２１Ａにおける第２弁座１５側の端部２１ｅが第２
弁体部２２Ａの内側にはめられている。第１弁体部２１Ａにおける第２弁座１５側の端面
２１ｂと第２弁体部２２Ａの内周面２２ｅとにより、第２弁座１５に設けられた複数のポ
ートｐＣ、ｐＤ、ｐＥのうちの２つのポートを連通させる第２Ｕターン通路２９が形成さ
れている。第１弁体部２１Ａにおける第２弁座１５側の端部２１ｅの外周面２１ｆと第２
弁体部２２Ａの内周面２２ｅとの間に環状の封止部材２３が配置されている。封止部材２
３は、弁室５９に高圧冷媒が導入されている状態において、第２弁体部２２Ａと実質的に
一体となって高圧冷媒の圧力を受ける。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　Ｕターン弁体２０Ａは、封止部材２３の内側形状について上記対向方向に投影した投影
面積をＳａ、第２弁体部２２Ａにおける第２弁座１５側の開口面積をＳｂ、としたとき、
上記式（１）を満足するように構成されている。
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